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前回は「ワーキングメモリ」の４つの側面について説明しました。今回は学習を支えている力、「実行機能」について

お話していきます。実は、前回まで説明していた「ワーキングメモリ」も、この「実行機能」のうちの一つです。 

●脳の実行機能は「更新」「抑制」「シフト」の３つ 

実行機能とは、人間が課題を遂行する時に新しい情報を覚えたり、目の前の状況に合わせて思考や行動を切り替

えていくための機能です。実行機能には更新、抑制、シフトの３つがあります。 

 

 

●ワーキングメモリと実行機能の関係 

ワーキングメモリとは情報を一時的に覚えておき、目的に合わせて取り出して考えるものです。 

今回新たに出てきた実行機能の「更新」と「ワーキングメモリ」は同じ働きをしています。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習を支える力 

～実行機能って？～ 

抑制 
授業中は他のこ

とが気にならな

いようにする 

 

シフト 

授業と休み時間

との気持ちを切

り替える 

「抑制」と「シフト」は授業に参加するための機能 

更新 
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更新 抑制 シフト 

＝ワーキングメモリ 

情報を一時的に覚えておき、 

目的に合わせて取り出して考える 
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発達特性 

二次障がい 

参加 

失敗体験による自己評価の低下 

 

抑制がきかない シフト（気持ちの切りかえ）ができない 

体幹コントロールの苦手な

子には長時間同じ姿勢で

いるのが困難 

ADHD傾向の子には 

ルール自体のハードルが

高く、守るのが困難 

ASD傾向の子には明記

されてないルール理解や

見通しを持つことが困難 

例えば、授業中は「静かに」「姿勢よく」「座っておく」。人が話している時は喋らないなどの「暗黙のルール」が存在する 

参
加
で
き
な
い
子
ど
も
の
共
通
要
因 

ワーキングメモリ（更新） 

理解・習得・活用 

実行機能 

●授業に参加するのが難しい子の共通要因とは？ 

以下は、授業での『学び』の階層モデル（小貫、2013）や実行機能の理論をもとに、 

授業へ参加するのが難しい子の特徴についてまとめた図になります。 

子どもたちが学ぶためには授業への「理解・習得・活用」だけでなく授業への「参加」が重要になります。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習に困り感のある子たちには、学習自体ができないというのではなく、 

その発達特性により「参加」できないことで、学習につまずいている場合が多くみられます。 

学習に困り感を示す子に対する支援は、 

●「理解・習得・活用」を行う力＝ワーキングメモリが弱い場合と 

●「参加」を妨げる発達特性がある場合 

によって、分けて考えていく必要があります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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